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昭和３５年、関東大震災（大正１２年）が発生したこの日が「防災の日」として制定されました。

大災害となった兵庫県南部地震から10年以上経過しましたが、最近でも、平成１６年の新潟県中越地震、

平成１７年の福岡県西方沖地震など記憶に新しく、それぞれに甚大な被害が出ています。

地震は、いつ、どこで、どの程度の規模で起こるのか誰にもわかりませんが、しかし、「必ず起こる。」

とは言えます。今後、その発生が心配されている東南海地震や南海地震ですが、東海地震を含めたこの一

体の地震は、１００年～１５０年周期で繰り返し起こると考えられており、2030年（平成４２年）までに

は５０％以上の高い確立で発生するおそれがあると予測されています。

また、前回の昭和１９年に発生した東南海地震は、発生時に放出したエネルギーが小さかったため、次

に発生する時は、そのエネルギーが増大するのではないかと指摘されており、そのうえ、3つの地震が連

動して同時期に発生することも考えられ、多くの人命を一瞬にして奪ってしまう凄惨な被害をもたらすの

ではないかと危惧されています。

『災害は忘れた頃にやって来る』といわれます。「今後３０年に５０％の確立で」をどう感じるかはそれ

ぞれだと思いますが、もしかしたら近日中に発生する可能性もあるわけですから、『備えあれば憂いなし』、

自分の、家族の、大切な命を守るために普段から少しでもできるだけの備えをしておきたいものです。
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前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
事
業
の
補
助
要
件

が
追
加
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
総
合
評
点
0.7
未
満
の
住
宅
を
1.0
以
上
に
す
る
耐
震
改
修

工
事
で
な
い
と
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
、

次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
も
補
助
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
拡
充
補
助
要
件

昭
和
45
年
以
前
に
着
工
し
た
既
存
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
0.7
以
上
と
な

る
耐
震
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

現
実
と
し
て
、
昭
和
45
年
以
前
の
古
い
木
造
住
宅
を
1.0
以
上
に
耐
震
補

強
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
分
費
用
も
多
く
か
か

り
ま
す
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
す
ぐ
に
倒

壊
し
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
た
簡
易
な
改
修
工
事
に
つ
い
て
も
補
助
の
対

象
と
し
て
、
耐
震
改
修
工
事
を
し
や
す
く
し

ま
し
た
。

な
お
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修

事
業
の
補
助
を
受
け
る
に
は
、

耐
震
診
断
を
受
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
耐
震
改
修

工
事
を
お
考
え
の
方
は
、
ま
ず

耐
震
診
断
を
お
申
し
込
み
下
さ

い
。診

断
手
数
料
は
無
料
で
す
の

で
お
気
気
に
役
場
防
災
係
方
へ

ご
相
談
下
さ
い
。

「ＡＥＤ」とは、Automated  External  Defibrillatorの略で、日本名では「自動体外式除細動器」と

呼ばれる心臓に電気ショックを加える機械のことです。

心疾患（心筋梗塞や不整脈）により突然に人が倒れた場合、心臓が不規則に痙攣して血液を送れない状

態になる「心室細動」というものを起こしている場合があります。そのまま放置すると急速に死に至るた

め、心臓のリズムを正常な状態に戻す必要があり、心臓に電気ショックを加えて心室細動を取り除く「除

細動」を早期に行うことが重要です。そのための機械がこのＡＥＤです。

これまでＡＥＤの使用は、医師や看護士、救命救急士などにしか許可されていませんでしたが、平成16

年7月から一般にも認められるようになりました。傷病者の心電図を診断し、電気ショックが必要かを自

動で判断するだけでなく、操作手順を音声で指示してくれるなど誰でも簡単に操作することができるため、

現在、役所などに設置する自治体が増えています。

村でもとりあえず役場と高齢者福祉センター、中学校の3箇所に設置しました。

心室細動になってから除細動をするのが1分間遅れると７％～１０％の割合で救命率が低下するといわれ

ていますので、「いざっ！」という時、このＡＥＤによる救命率の向上が期待されます。

AED（自動体外式除細
動器） 

　が役場等に 

　　設置されまし
た！ 

AED（自動体外式除細
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　「敬老の日」の始まりは、1947年に兵庫県多可郡野間谷村（現在の多可町）の門

脇村長が提唱した「としよりの日」です。 

　門脇村長は、「老人を大切にし、お年寄りの知恵を借りて村づくりを」と、農閑期であり、気候も

良い９月中旬の15日を「としよりの日」と定め、敬老会を開いたそうです。これが兵庫県全域、そし

て全国へとひろがり、1966年、「敬老の日」として国民の祝日になったわけです。 

　現在では、祝日法の改正によって９月の第３月曜日が祝日となっています。 

　ところで、老化現象とは、年齢とともに脳や臓器の機能、筋肉などが衰えをみせることをさします

が、総理府調査によれば、「70歳以上」を老人と考えている人が６割近くいるそうです。 

　ちなみに、北山村の70歳以上の人口はというと、８月現在で188人（人口の約35％）おりますので、

３人に１人以上が「老人」ということになります。 

　しかし、ひとくちに老人といっても、年より若く見える人もいれば、逆に老けて見える人もおり、

その様子は様々で個人差があります。 

　老化現象はどんな人にも必ずおとずれるものですが、老後を快適に暮らしていくためには、自分自

身の老化現象とうまくつきあっていくことがポイントです。そのためには、次のようなことに気をつ

け、少しでも老化の進行を遅らせるような生活習慣を心がけることが大切です。 

　食事と健康の間には密接な関係があります。高齢者は、若

い人に比べて代謝機能が衰えてきているため、カロリーの摂

り過ぎに注意しながら、栄養バランスのとれた食事を摂るよ

う心がけてください。普段から甘い物や塩分は控えめにし、

タンパク質やカルシウムを不足させないようにし、できるだ

け多くの食品群を組み合わせた食事を摂ってください。 

　高齢者は、一般に眠りが浅いという傾向

があり、70歳以上の３分の１の人が睡眠に

悩んでいるといわれています。 

　安定した睡眠を得るためには、日光を浴

びるような昼間の活動性を維持し、できる

だけ規則正しい生活を心がけてください。 

　しかし、不眠はなかなか難しい問題なの

で、時に医師に相談することも大切です。 

高齢者の食事 

高齢者 
の睡眠 

高齢者の運動 
　現在の体力を維持するために、できるだけ

適度な運動をしましょう。 

　老化は、足腰が弱まることから始まる場合

も多くありますので、「歩

く」ということが非常によ

い運動になります。 

　歩くことで心肺機能に

もよい影響を与え、動脈硬

化の予防にも効果があり

ます。しかし、決して無理

をしてはいけません。 
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10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
汚
水
処
理
し
ま
す
の
で
、
微
生
物
が
よ

く
働
い
て
く
れ
る
よ
う
な
環
境
を
保
持
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
浄
化
槽
の
維
持
管

理
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
な
い
と
、
そ
の

機
能
が
低
下
し
、
最
悪
の
場
合
、
処
理
さ

れ
な
い
ま
ま
の
汚
水
が
流
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

「
浄
化
槽
法
」
で
次
の
よ
う
に
実
施
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
法
定
点

検
を
受
け
て
い
な
い
場
合
な
ど
に
は
罰
則

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
水
質
検
査
】

（
社
）
和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
法
定
検
査
を
毎
年
１
回
必
ず
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
保
守
点
検
】

定
期
的
（
概
ね
３
ヶ
月
毎
）
に
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
清
　
掃
】

少
な
く
と
も
年
１
回
以
上
は
実
施
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
の 

　
維
持
管
理
は 

　
　
大
丈
夫
で
す
か
？ 

浄
化
槽
の 

　
維
持
管
理
は 

　
　
大
丈
夫
で
す
か
？ 

「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
総
務
省
が
推
進

し
て
い
る
制
度
で
、
役
所
や
特
殊
法
人
な

ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
を
受
付
け
、
そ

の
解
決
を
図
る
こ
と
で
、
行
政
運
営
の
改

善
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
、
身
近
な
相

談
役
と
し
て
、
公
平
・
中
立
な
立
場
に
あ

る
民
間
の
方
を
「
行
政
相
談
委
員
」
に
委

嘱
し
て
、
全
国
の
市
町
村
に
配
置
し
て
い

ま
す
。

北
山
村
の
行
政
相
談
委
員
は
、

福

村
　
尚
さ
ん
（
大
沼
）
で
す
。

隔
月
（
偶
数
月
）
の
10
日
（
予
定
）
に
、

村
民
会
館
に
お
き
ま
し
て
相
談
所
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
相
談
例
》

道
路
、
年
金
、
医
療
保
険
、
福
祉
、
生

活
保
護
、
窓
口
で
の
対
応
な
ど

詳
し
く
は
、
役
場
総
合
政
策
課
行
政
グ

ル
ー
プ
へ
（

49
―
２
３
３
１
）

行
政
相
談
週
間 

行
政
相
談
週
間 

10
月
16
日（
月
）〜 

　
　
10
月
22
日（
日
） 

10
月
16
日（
月
）〜 

　
　
10
月
22
日（
日
） 

本
年
よ
り
村
の
集
団
検
診
以
外
で
も
次

の
医
療
機
関
で
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
で

き
ま
す
。

☆
医

療

機

関

・
和
田
医
院
（
熊
野
市
）

・
大
石
産
婦
人
科
医
院
（
熊
野
市
）

☆
対
　
象
　
者
・
・
・
20
歳
以
上
の
女
性

☆
自
己
負
担
額
・
・
・
５
０
０
円

平
成
18
年
10
月
よ
り
乳
幼
児
医
療
費
の

支
給
対
象
年
齢
が
６
歳
（
６
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
幼
児
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
対
象
年
齢
に
該
当
す
る
乳
幼
児
が

医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
た
際
の
領
収
書
は

大
切
に
保
管
し
、
役
場
医
療
福
祉
グ
ル
ー

プ
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

発達障害とは、脳の機能障害が原因といわれ、落ち着きがない、コミュニケーションがとりづらいな

ど、心身の機能の発達が困難な、あるいは極めて緩慢な状態と定義されています。

和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」では、発達障害の理解、子育て、問題行動等、発達障

害に関する様々な相談に応じています。

平成１８年度の巡回相談の日程等は、次のとおりです。

◎場　所 新宮保健所（東牟婁総合庁舎内）

◎日　時 10月12日、12月14日、２月８日　各午前９時～午後２時（１件１時間以内で調整）

なお、申し込みは、相談希望日の２週間前までにお願いします。

◎問い合わせ先 ポラリス　久保（ ０７３―４１３―３２００）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
総
合
政
策
課
医

療
福
祉
グ
ル
ー
プ
へ
（

49
―
２
３
３
１
）
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宮
が
ん
検
診

個
別
検
診
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乳
幼
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療
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象
年
齢
の
拡
大

乳
幼
児
医
療
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齢
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齢
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齢
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齢
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齢
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対
象
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齢
の
拡
大

乳
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児
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療
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給
対
象
年
齢
の
拡
大

乳
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医
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費

支
給
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象
年
齢
の
拡
大

乳
幼
児
医
療
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支
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象
年
齢
の
拡
大

乳
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児
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象
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齢
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乳
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齢
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大

乳
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児
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費

支
給
対
象
年
齢
の
拡
大

乳
幼
児
医
療
費

支
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象
年
齢
の
拡
大

乳
幼
児
医
療
費

支
給
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象
年
齢
の
拡
大

乳
幼
児
医
療
費

支
給
対
象
年
齢
の
拡
大

乳
幼
児
医
療
費

支
給
対
象
年
齢
の
拡
大
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▼
敬
老
会

９
月
18
日
（
祝
）
10
時
〜

北
山
村
村
民
会
館

▼
村
民
運
動
会

10
月
１
日
（
日
）
９
時
〜

北
山
中
学
校
運
動
場

９
月
の
行
事
予
定

1 0
月
の
行
事
予
定

年
金
受
給
者
の
皆
様
に
は
、
年
に
１
回
、

誕
生
月
に
現
況
届
（
は
が
き
）
を
提
出
い

た
だ
く
こ
と
で
生
存
確
認
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度
よ
り
、
12
月
生

ま
れ
の
皆
様
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
現
況
確

認
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
住
民
票
コ
ー
ド
が
収
録
で
き

な
か
っ
た
皆
様
に
は
、
従
来
ど
お
り
社
会

保
険
庁
か
ら
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
の
で

誕
生
月
の
末
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
は
、
受

給
者
ご
本
人
様
の
生
存
確
認
情
報
に
限
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
加
給
年
金
額
を
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
「
生
計

維
持
確
認
届
」、
障
害
年
金
の
受
給
に
か
か

る
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
医
師
に
よ
る

「
診
断
書
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
提

出
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
確
認
が
必
要
な
方
に
は
、
社

会
保
険
庁
よ
り
届
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」（

０
５
７
０
―
０
７
―
１
１

６
５
）
へ
。
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